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B. ポッターとウェッブ夫妻




















なかで，M. コールが書面で，長年の夫妻の友人であった G. バーナード・ショーに質問をした





















シドニーはビアトリスと出会うおよそ 1 年前の 1888 年末に，フェビアン協会の盟友であっ




























































ともあれ，1880 年代はじめの時期，スペンサーとビアトリスは 38 歳差の師弟関係を築いて
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にして生まれたかを実証できなかったので，本稿で初めて，それを論じてみたい。



















































































































































































































ここでみたように，1886 年に確認した CM 概念の萌芽は，確実にその後のビアトリスの分
析にも受け継がれ，発展させられていた。そして旧稿でも指摘したように『民主主義』におい
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〔注〕
（1）  G. Bernard Shaw and Editor,  “Early Days”  in M. Cole ed., The Webbs and their work, London, 
1949. p.13.
（2）  この論文は，当初，ショーに対して M. コールから執筆が依頼されたものであった。しかし，ショー
がこれを拒絶したことを受けて，コールが書面で質問を送ったことに対してショーが回答するとい
う形式となった。Ibid, p.3.
（3）  B. Drake & M. I. Cole, Our Partnership, London, 1948. Norman & Jeanne Mackenzie, eds., The 





た G. ア レ ン の 次 の 文 章 を 参 照 さ れ た い。G.Allen,  “The Text of  the Diary”  in Archive 
Arrangement Routledge Associations compiled, Index to the Diary of Beatrice Webb, 1873-1943, 
Cambridge, 1978. なお，アレンの文章には頁数が付されていないことをお断りしたい。
（5）  フェビアン協会の初期の「正史」を書いた E. ピーズも，ウェッブ夫妻のすべての業績において
「ウェッブ夫人とその夫の間に，明確な区別立てをおこなうことは不可能である」と述べていた。




（6）  Letter  from S. Webb to M. Davidson, 12th December 1888.  in N.Mackenzie ed., The Letters of  
Sidney and Beatrice Webb, vol. 1. Cambridge, 1978. p.119.








（12）  COS に関しては，次の文献を参照されたい。J. Lewis, The Voluntary Sector, the State and Social 
Work in Britain, London, 1995. またビアトリスの COS 時代に関しては，従来，研究が手薄であっ
たが，CBG（チャールズ・ブース・グループ）研究の一環として，近年，次のような有益な文献が，
発表されている。Cf. R. O’Day,  “How Families  lived then: Katharine Buildings, East Smithfield, 
1885-1890”  in R. Finnegan & M. Drake eds., From Family Tree to Family History, Cambridge. 
1994. pp.129-166.
（13）  この報告は，1992 年 11 月 7 日に，「コンベンショナル・ミニマム，モラル・ミニマム，ナショナル・
ミニマム――『産業民主制論』の構造と論理――」（於，京都産業大学）と題して行われた。これ
はのちに，拙稿「コンベンショナル・ミニマム，モラル・ミニマム，ナショナル・ミニマム――『産
業民主制論』の形成――」『佛教大学総合研究所紀要』第 2 号，1995 年 3 月，78 － 106 頁，として
公表した。また，拙稿「B. ウェッブの「ユダヤ人社会」を読む――コンベンショナル・ミニマム
の一源流――」『佛教大学報』第 43 号，1993 年 9 月，12 － 15 頁，も参照されたい。












「ウェッブ神話」にとらわれていたといえよう。R. Harrison., The Life and Times of Sidney and 
Beatrice Webb, 1858-1905: The Formative Years, London, 2000. 大前眞訳『ウエッブ夫妻の生涯
と時代』ミネルヴァ書房，2005 年。拙評「ロイドン・ハリソン（大前眞訳）『ウェッブ夫妻の生涯
と時代』」『社会経済史学』vol.71.no.4,2005 年 11 月，117-119 頁，参照。『産業民主主義』の「寄生
産業」については，のちにあらためて取り上げるが，ひとまず，以下を参照されたい。S & B. 
Webb, op. cit., pp.749-766. 前掲，邦訳書，914-937 頁。
（21）  N. and J. Makenzie eds., vol. 1. op. cit, p.164.





cit, p.363. 前掲，邦訳書，注 31 頁。
（23）  B. Webb, My Apprenticeship, Cambridge, op. cit, p.292.
（24）  Ibid, p.292.
（25）  Ibid, pp.292-293.
（26）  B. Potter, “On the Nature of Economic Science” in B. Webb, My Apprenticeship, London, op. cit, 
pp.439-440.














――」『大原社会問題研究所雑誌』490 号，1999 年 9 月，1-22 頁。拙稿「ウェッブ夫妻の「産業民
主主義」概念の形成」『佛教大学社会学部論集』60 号，2015 年 3 月，19-40 頁。
（35）  H. Spencer, Social Statics, London, 1851, 1996. in M. Talor ed. Herbert Spencer: Collected Writings, 







参 照 さ れ た い。E. Beasley, The Victorian Reinvention of Race, New York, 2010. J. Conlin, 
Evolution and the Victorians, London, 2014.
（36）  H. Spencer, Social Statics, op. cit, pp.75-76
（37）  B. Potter, “On the Nature of Economic Science” op. cit, pp.437-438.
（38）  R. O’day and D. Englander. op. cit., pp.132-155.




（41）  前掲， 拙稿「B. ウェッブの「ユダヤ人社会」を読む」12-15 頁，を参照されたい。
（42）  B. Potter, The Co-operative Movement in Great Britain, op. cit., p.16. 前掲，邦訳書，22 頁。
（43）  Ibid, pp.47-48. 前掲，邦訳書，65-66 頁。
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「機能的適応」はなぜ生じるのかと疑問を呈していたといえる。H. Spencer, The Principles of 
Biology Vol. 1. The Works of Herbert Spencer Vol. 1, Osnabrück, 1966, pp.490-498. スペンサーの学
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